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Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ 

 

意思確認書面 

 
 

 下記の事項を申告します。 

 

記 

 

 私は、以下の理由により、 20××年××月××日までの技能実習期間満了前の 

20××年○○月××日に帰国することを了承しました。 

 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

 

 私は、このことについて、意思に反して帰国する必要はない旨、監理団体または実習実施者

（※）（氏名：組合太郎、機構太郎、機構一郎）から十分な説明を受けました。 

 

今般、技能実習期間満了前に帰国することについては、私の意に反するものではありません。 

 

上記の記載内容は、事実と相違ありません。 

 
          20××年 ××月 ××日 

 

                    技能実習生の署名   （署名）      

                     

 

実習実施者の署名   機構 太郎       

 

※ 意に反して帰国する必要のないことについての説明をした方に○をすること。また、説明者の氏名
を記載すること。  

 （注意）・技能実習生自身が自筆で母国語により記載することが必要です。 

・理由部分は日本語訳を添付すること。 

・技能実習生の実情によって適宜理由を明らかにする資料を添付すること。 

●実習生が技能実習期間満了前に帰国をする場合、必ず意思確認を行ってく

ださい。 

技能実習生が自筆で母国語による記載が必要です。なお、技能実習生の署名

を求める場合には、技能実習生が十分に理解できる言語を併記しなければな

らないことにならないことに御留意ください。 

●技能実習生が途中帰国する方針が決まった時点

で、技能実習実施困難時届出書に添付した上で必ず

帰国する前に届け出てください。 

●理由部分については、日本語訳を添付してください。 

●立会者が複数いた場合、意に反して帰

国する必要のないことについての説明

をした方に○をつけてください。 


